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ヤオの製作と投入が行なわれた。高雄市内の企業で製造されるパヤオの製作費は 1 基あたり 80 ～




ヤオは 2004 年 10 月当時、17 基が設置されていた（図 1 参照）。
　そして、台湾南部西岸海域には、2005 年当時、中層型パヤオが 12 基あった。台湾南部東岸海
域では、海底地形と資源量の調査結果をもとに、同年、蘭嶼島周辺海域に 3 基、太麻里沖合海域
に 1 基の合計 4 基の中層型パヤオが設置された。また、台湾南部東岸にある花蓮県は、漁船数約
200 隻でマグロ類やカツオ類などを漁獲する延縄漁業や一本釣漁業が盛んで、遊漁船やホエールウ




　台湾南部西岸海域では、2006 年当時、中層型パヤオ 15 基が設置されていたが、新たに、2006
年 6 月に、屏東県の小琉球沖合海域と恒春沖合の七星岩海域にそれぞれ 1 基ずつの中層パヤオが






　2012 年 3 月現在、台湾南部東岸海域から西岸海
域の沿岸域 6 マイル内に、「先端型」パヤオは表層





（小琉球や恒春）の場合に片道 2 ～ 6 時間で、台湾
南部東岸海域（緑島や成功、豊岡）の場合も片道 2



















　パヤオ 1 基あたりの集魚量（2005 年 11 月）は、水産試験所の調査によれば、キハダマグロを中
心に少なくとも 20 トン以上と推計され、緑島海域では 50 ～ 60 トンに達する場合もあるという。
パヤオは集魚効果が高く、沿岸漁業に貢献する可能性が極めて高いわけである。
　緑島周辺海域における中層型パヤオの漁獲魚種別組成（延縄釣漁船）をみると、2006 年の場合、
キハダマグロ 71％、シイラ 11％、カツオ 6 ％であった。また、2007 年の場合も、キハダマグロ
71％、カツオ 11％、シイラ 8 ％となっていた。いずれも、キハダマグロが突出しており、3 魚種
で全体の約 90％を占めている。パヤオ設置後に集魚したキハダマグロは体長 40 ～ 120 cm、体重
1.4 ～ 26 kg であり、そのうち、体長 100 cm 以上で体重 20 kg の大型魚が半数に及んでいた。従
来、10 kg 程度の小型のキハダマグロの漁獲であったが、設置後は 20 kg 以上の大型魚の漁獲が多
くなった。そして、操業期間は従来、6 月までであったが、設置後は 10 月まで可能となり、1 ～
4 月の盛漁期には安定的な漁獲が見込まれている。
　台湾周辺海域に 17 基のパヤオが設置されていた 2004 年 10 月当時、年間 21 億元もの高収入を
漁業者たちは得た。キハダマグロ以外にカジキ類やカツオ類、シイラなど高級魚も漁獲され、沿岸
小型漁船の収入は大きく増加した。緑島地区の漁業者（2003 年）の場合、漁船 1 隻あたりの月間
漁獲金額は 60 ～ 100 万元に達し、年間 2,000 万元に及ぶ漁船もみられたようだ。延縄釣漁船で
は、月別平均漁獲量は 2 月が最高となり、1 日平均 400 kg であった。このように、漁獲の顕著な
向上がみられ、明らかにパヤオの効果がみられた。
　以上のことから、台湾南部海域におけるパヤオの効果としては、①漁獲量の多くを占めるキハダ









































経営からの脱却につなげようとしている。中層型パヤオ 1 基の製造コストは 100 万元であるが、
























（大福漁港）　小型漁船の漁業者 A 氏（73 歳）
　漁業歴 60 年余りの A 氏は 12 ～ 13 歳のころから約 40 年間、50 トンクラスの中型漁船に





オも含めて約 100 基のパヤオがある。3 ト
ンクラスの小型漁船は 1 泊 2 日の出漁を 1









写真 5　台湾南部の東港（撮影：筆者、2011 年 3月）
168　
漁による平均的な漁獲量は 240 ～ 500 kg で、
大福漁港のほかに東港へも水揚げすることが多
い。マグロ類やカツオ類は刺身などの生食にす
ることもある（写真 3 ～ 5 参照）。
（杉福漁港）　中型漁船の船主 B 氏（55 歳）
　杉福漁港でパヤオ操業を行なう漁船は約 20
隻であり、小型漁船が多い。B 氏は 40 トンク
ラスの中型漁船 1 隻を所有し、自らも出漁し
ている。乗組員数は 7 ～ 8 人であり、台湾人 2 ～ 3 人、インドネシア人 5 ～ 6 人の配乗であ
る。一航海は 1 週間から 10 日間くらいで、1 ～ 2 か月の出漁となっている。パヤオのある赤
道周辺海域において、延縄漁法でキハダマグロなどマグロ類やサメ類を漁獲し、水揚げ港は東
港である。
（白沙碼頭）　小型漁船の漁業者 C 氏（48 歳）
　C 氏は 5 トンクラスの小型漁船を用いて、1 泊 2 日程度の操業をパヤオ漁場で行なってい
る。乗組員は地元在住の 2 ～ 3 人で、カツオやマグロ、シイラなどを対象に一本釣りに従事
する。C 氏の漁船は、台湾南部西岸海域にある中層型パヤオを含む 100 基あまりのパヤオ周
辺海域を漁場として操業している。これらのパヤオで操業しているのは白沙碼頭の漁船約 50
隻である。一航海当たりの平均漁獲量は 1 トン程度で、時折、2 トンに達することもある。主
たる水揚港は東港と白沙碼頭となっている。東港では、個人経営の卸売業者に納入している。





























（ 1 ）筆者は、パヤオやシイラ漬けなどを総称して FADs と捉え直して、用途・設置位置・機能性の 3 点から







（ 3 ）これは、いわゆる、シイラ漬けに相当し、極めて簡易的な機能を持つもので、筆者の 3 分類のうちの「伝統
型」パヤオである。
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